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本ハンドブックでは、「発達障害を含む障害のある幼児児童生徒に対する教育支援体制整備ガイドライン

～発達障害等の可能性の段階から、教育的ニーズに気付き、支え、つなぐために～」（平成29年３月　文部科

学省）をもとに、特別支援教育コーディネーターの役割について解説し、具体例を示しています。

ワークシート等も掲載していますので、ご活用ください（　 　　マークのあるシートはダウンロードできます。

教育研究所ホームページをご確認ください）。
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◆特別支援教育とは

1

奈良県においても「奈良県障害の
ある人もない人もともに暮らしや
すい社会づくり条例」や「奈良県
手話言語条例」が施行され、障害
のある人もない人も、共に安心し
て幸せに暮らすことのできる社会
の実現を目指しています。
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◆チームとしての学校全体で行う特別な支援

29 3
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◆特別支援教育コーディネーターとは

他の教職員と連携･協働し、チームで
取り組めるよう、教職員のつながりを
大切にしたいですね。

29 3

特別支援教育コーディネーターの役割
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年間計画はなぜ必要か？

 

1

① 年間計画の作成① 年間計画の作成



多角的に捉えましょう多角的に捉えましょう多角的に捉えましょう多角的に捉えましょう多角的に捉えましょう
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② 実態把握② 実態把握

本人や保護者の願いとして「困っ
ていることは何か」「どうしてほ
しいか」という視点で聞き取りを
することも必要です。

つまずきや困難さを把握するために「児童等理
解に関するチェックリスト」（P12～14）も活
用できます。「実態把握シート」（P15）に児童
等の様子を記入し、実態を整理してみましょう。

実態把握はなぜ必要か？

つまずきや困難な状況に気付くためには？
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校内委員会とは？

誰が出席するの？

校内委員会の役割は？

校内研修の計画を立ててみましょう

研修方法の例

専門家に研修を依頼するときは、
「どのような部分に重点を置いた研修か」を伝えることで、
よりニーズにあった研修が実施できます！

③③ 校校内内委委員員会会③③ 校校内内委委員員会会
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ケース会議

担任(学校)の気付き

保護者の同意

会議の目的を
明らかに

得た情報を
共有

それぞれの役割を
明確に

教職員への共通理解

・児童等の状況の共有や課題の明確化
・今後の具体的な支援内容や方針の確認

ケース会議の
結果は

校内委員会へ
報告します。

困りごとの相談に対して、必要に応じて
校内委員会を開催します。

校内委員会

保護者の気付き

★話し合いの目的
（何を相談するのか）

★児童等の実態・指導の経緯等
（必要な情報を収集）

★構成員
（相談内容に応じて）

校内委員会を始める前に

④④ ケケーースス会会議議④④ ケケーースス会会議議

ケース会議とは？

誰が開くの？

話し合う内容は？

「ケース会議ワークシート」（P19）を活用して、対象の
児童等に関して個別にケース会議をしましょう。

支援案は具体的に考えます。支援案は具体的に考えます。
次回の委員会開催の必要性や目処も確認します。次回の委員会開催の必要性や目処も確認します。
支援案は具体的に考えます。
次回の委員会開催の必要性や目処も確認します。
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⑤⑤「「個個別別のの教教育育支支援援計計画画」」とと「「個個別別のの指指導導計計画画」」⑤⑤「「個個別別のの教教育育支支援援計計画画」」とと「「個個別別のの指指導導計計画画」」

個別の教育支援計画とは？

個別の指導計画とは？

個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成が必要な児童等は？

 
 

 

 
24  

 

P16～18に個別の教育
支援計画と個別の指導
計画の例を掲載してい
ます。
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⑥ 相談窓口と連携⑥ 相談窓口と連携

誰の相談を受けるの？

連携とは？

各校で連携できる関係機関を記入し、
それぞれの支援マップ（P20）を作成してみましょう。
そのときには、県内相談機関（P21）が参考になります。
これまで、連携したことがある支援先や
これから必要になる支援先も記入してみましょう。
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学校内の関係者や 各学級担任への支援 巡回相談員や専門家 学校内の児童等の その他、特別支援
関係機関との チームとの連携 実態把握と 教育に関わる内容
連絡調整 情報収集の推進

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

園

学校

主な
項目
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特別支援教育コーディネーターのお仕事　年間計画表
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特別支援教育コーディネーターのお仕事　チェックリスト        

主な項目 取組の例 
時 期(月) 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

1 
学校内の関係
者や関係機関
との連絡調整 

2 
各学級担任へ
の支援 

3 
巡回相談員や
専門家チーム
との連携 
(活用の有無) 

4 
学校内の児童
等の実態把握
と情報収集の
推進 
5 
その他、特別
支援教育に関
わる内容 

 
 
 

 

・ ・
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児童等理解に関するチェックリスト

 

平成１４年に実施された
文部科学省の調査項目
をもとにして作成してい
ます。

<行動面＞
〇「不注意」

〇「多動性－衝動性」
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＜対人関係面＞

〇「対人関係やこだわり等」
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＜学習面＞

 

〇「計算する」

〇「推論する」

〇「聞く」

〇「話す」

〇「書く」

〇「読む」
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15

実態把握シート

実 態 課題となるところ 得意なところ

学
習
面

聞く
13 15

話す

読む

書く
15

計算
15

推論
15

行
動
面

不注意

多動衝動

対人関係面

54
その他
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個別の教育支援計画 (例)
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・

・



児童の様子 長 期 目 標 短期目標（１学期） 手立て 評価 短

生
活
・
身
辺
自
立

学
習

社
会
・
行
動

人
間
関
係

保護者の主訴

児童の様子 長 期 目 標 短期目標（１学期） 手立て 評価
健康の保持

心理的な安定

人間関係の形成

環境の把握

身体の動き

コミュニケーション

国
語

算
数

生
活

音
楽

図
工

体
育

保護者の主訴

自
立
活
動
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個別の指導計画(例)
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ケース会議　ワークシート

事例提供者から

参加者からの質問

タイム

人数によっては

グループで

支援を決める

インシデントプロセス法
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学校
☎

医療
☎

福祉
☎

相談先
☎

教育委員会
☎

保健
☎

各校にとって相談窓口になるところを記入していきましょう。

支援マップ

連携連携連携

学校
☎

学校
☎

相談先
☎

支援マップ
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障害のある児童等に関する相談をはじめ、
特別支援教育に関する様々な情報を提供している機関です。

障害のある児童等に関する様々な福祉的な情報提供をはじめ、
相談したり、判定したりする機関です。

障害のある人の就労に関して相談できる機関です。

※詳しくは各ホームページをご覧ください。

県内相談機関
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用 語 説 明

24

合理的配慮　３観点11項目
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29 4

29 3

自立活動　６区分27項目
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